
仙台高等専門学校 総合工学科Ⅲ類（1年） 開講年度 令和02年度 (2020年度)
学科到達目標
学校の教育目標
1. 主体性と協調性をもつ人間性豊かな人材の養成
2. 広く深い視野をもつ実践的で創造的な技術者の養成
3. 地域や国際社会に貢献できる技術者の養成 

総合工学科の教育目標
1. 主体性と協調性をもつ人間性豊かな人材の養成
2. 広い視野をもつ実践的で創造的な技術者の養成
3. 地域や国際社会に貢献できる技術者の養成 
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仙台高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 空間デザイン概論Ａ
科目基礎情報
科目番号 0001 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 総合工学科Ⅲ類（1年） 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 小林 仁,坂口 大洋,伊師 華江,相模 誓雄,権代 由範,藤田 智己,吉野 裕貴,塚田 由佳里
到達目標
建築学の様々な分野の内容、及び現代の考え方と技術レベルそして次世代に向けた課題を把握する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1 建築学の分野がすべてわかる。 建築学の分野がおおよそわかる。 建築学の分野がわからない。
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 建築学には構造や計画など様々な分野がある。各分野がどのようなものか把握する。

授業の進め方・方法
建築デザインコースの各教員が１コマを担当するオムニバス形式の授業です。
予習：毎回の授業前までに、授業で行う内容を考えて整理しておくこと
復習：毎回の授業後に、授業で学んだことを振り返り、今後へ活かす方法を考えること。

注意点 授業スケジュールを把握ておくこと。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業の全体像を理解する。

2週 建築って何 実例をもとに歴史的な経緯から建築の概念（定義）を
つかむ。

3週 建築デザイン 建築デザインの役割、職種、実際のデザインプロセス
について把握する。

4週 建築材料 建築における材料学の位置付けと身近にある材料の組
成を知る。

5週 建築環境01 建築における温熱環境の位置づけを理解する。

6週 都市計画 都市計画やまちづくりを巡る現状や諸課題について理
解する。

7週 建築構造01 建築物の構造の種類と特徴を理解する。
8週 建築構造02 建築物と地震の関係を理解する。

2ndQ

9週 建築環境02 建築における音環境の位置づけを理解する。

10週
建築デザインと錯視
復習：調査とまとめ（建築デザインにおける錯視の積
極的利用について）

幾何学的錯視の基本図形を確認し，建築デザインとの
関わりを考察できる

11週 建築構造03 免震，制震，耐震対策に特化した建築について理解す
る。

12週 建築史：相模：旧中沢家住宅の見学
復習：ハガキを使った記録 歴史的建築がわかる。

13週 建築計画 建築計画分野の全体像の理解と日常生活における施設
や場の役割を認識する。

14週 建築設計の体験 キャンパス内の居場所の設計を行うことで、建築設計
の重要性、建築設計のプロセスを知る。

15週 実際の建築現場における建設プロセスの見学 実際の建築の施工現場の見学を行い、建築施工の重要
性と建築施工プロセスを知る。

16週 授業全体の振り返り
様々な建築分野の講義ポイントをレポートを作成し、
個々の分野の意味を深く身につけ、学生相互で共有す
る。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 100 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



仙台高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 空間デザイン概論Ｂ
科目基礎情報
科目番号 0002 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 総合工学科Ⅲ類（1年） 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 検定教科書「建築構造」実教出版
担当教員 飯藤 將之,相模 誓雄
到達目標
１）材料・形態の変遷及び建築の基礎を理解すること。
２）木造建築物を構成する材料と部材、および全体にかかる力の流れを理解すること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

部位名の理解 図を見て，構造部材の部位名を的
確に答えることができる。

図を見て，主要構造部材の部位名
を答えることができる。

図を見て，主要構造部材の部位名
を答えることができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
この科目は企業で建築設計監理を担当していた教員が、その経験を活かし、建築設計に必要な基礎的な知識について講
義形式で授業を行います。
木造の住宅の基礎、軸組、小屋組。床組、仕上について学習します。

授業の進め方・方法
黒板に部位を抽出して図を描き，部材の名称と働きを解説する。

予習：教科書を眺めてくる　　　復習：配布資料を清書して完成させる
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス、尺貫法 木造住宅の基本モジュールを理解する
2週 木構造の特徴・構造形式 木構造の特徴・構造形式について説明できる。
3週 木材の性質 木材の種類・性質について説明することが出来る。
4週 地業と基礎 木構造の地業と基礎を理解する
5週 軸組１ 軸組みの構法を理解している。
6週 軸組２ 軸組みの構法を理解している。
7週 おさらい 理解度の確認
8週 中間試験 理解度の確認

4thQ

9週 試験返却（答え合わせ）
小屋組 和小屋と洋小屋の違いがわかる。

10週 床組 床組みの構法を理解している。
11週 階段、開口 引違戸と扉の取り付けを理解している。

12週 外部仕上げ 屋根の吹き方がわかる。
外壁の仕上げがわかる。

13週 内部仕上げ 床、壁、天井の仕上げがわかる。
14週 おさらい 理解度の確認
15週 期末試験 理解度の確認

16週 試験返却（答え合わせ）
まとめ

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 建築系分野 構造

建築構造の成り立ちを説明できる。 2
建築構造(W造、RC造、S造、SRC造など)の分類ができる。 2

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 0 80
専門的能力 20 0 0 0 0 0 20
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



仙台高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 総合工学基礎
科目基礎情報
科目番号 0003 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 総合工学科Ⅲ類（1年） 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 4
教科書/教材 赤地竜馬他：建築設計製図，実教出版
担当教員 相模 誓雄,吉野 裕貴,伊師 華江
到達目標
①建築デザインコースにて今後使用するWord,Excel,PowerPointなどのソフトウェアを使用方法を理解すること
②縮尺1/100の木造住宅、を理解し，描くことができること．
②空間表現ができること．
③空間設計ができること．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

ソフトウェアの操作 ソフトウェアを正確に使える ソフトウェアを手引きがあれば使
える ソフトウェアが使えない

図面のトレース 建築図を正確かつわかりやすく写
し取ることができる。 建築図を写し取ることができる。 建築図を写し取ることができない

。

デザインの提案
正確かつわかりやすく空間を表現
でき設計製図のスキルを応用して
優れたデザインの提案ができるる
。

空間を表現設計製図のスキルを応
用してデザインの提案ができるで
きる。

空間を表現設計製図のスキルを応
用してデザインの提案ができない
できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
建築デザインコースとして基本的なソフトウェアの操作スキルについて演習形式で授業を行います。
建築設計に必要な基礎的なスキルなどについて演習形式で授業を行います。
建築設計に必要な①基礎的なスキルの習得、②空間表現のトレーニング、③設計・デザインの３つを学びます。

授業の進め方・方法

①PC操作の基本操作を学びます。
②２級建築士製図試験に対応した木造住宅の作図法を学びます：手書き
③計画与条件を設けた設計課題を行います：資料収集や設計に必要な情報を共有するのためのグループワーク、エスキ
ス（個別指導）による
予習：課題作成に必要な資料や道具などの準備をする。加えて、設計課題の場合はエスキスの準備。
復習：各回の到達目標まで課題を仕上げる。加えて、設計課題の場合はプランの修正及びBrush up。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス

2週 ペーパーブリッジ
課題説明　グループワーク（1回目） コンセプトシート，デザイン，耐久性等の情報収集

3週 ペーパーブリッジ
グループワーク（2回目） 模型製作

4週 ペーパーブリッジ
載荷実験（3回目） 審査及び載荷実験

5週 情報処理（Word）
基本操作（1回目） 基本的なコマンドが使える

6週 情報処理（Word）
基本操作（2回目） 図や式の挿入ができる

7週 情報処理（Excel）
基本操作（1回目） 表や図を作成できる

8週 情報処理（Excel）
基本操作（2回目） 簡単な四則演算ができる

2ndQ

9週 情報処理（Powerpoint）
基本操作（1回目）

プレゼンテーションの基本的なルールを知り，アニメ
ーションやコマンドを理解する

10週 情報処理（Powerpoint）
基本操作（2回目），課題説明 課題に沿ったスライドを作成する

11週 情報処理（Powerpoint）
発表会 プレゼンテーションを行う

12週 ガイダンス・手書き図面の描き方
線種（１回目） 製図用具の使い方，線の種類を知り，線が描ける

13週 手書き図面の描き方
表示記号（1回目） 窓や扉などの表示記号が描ける

14週 手書き図面の描き方
表示記号（2回目） 製図に用いる文字が描ける。

15週 手書き図面の描き方
表示記号（3回目）

鉄筋コンクリート，木造，地盤などの材料構造表示記
号が描ける

16週 予備日

後期 3rdQ

1週 手書き図面の描き方
木造住宅平面図（1回目）

製図用具の使い方および図面の種類を理解し，基準線
が描ける

2週 手書き図面の描き方
木造住宅平面図（2回目） 大壁，真壁

3週 手書き図面の描き方
木造住宅平面図（3回目） 柱



4週 手書き図面の描き方
木造住宅平面図（4回目） 建具

5週 手書き図面の描き方
木造住宅平面図（5回目） 階段

6週 手書き図面の描き方
木造住宅平面図（5回目） 設備や家具

7週 手書き図面の描き方
木造住宅平面図（6回目） 文字，寸法

8週 手書き図面の描き方
木造住宅平面図（7回目） 完成図面提出

4thQ

9週 設計課題
課題説明 情報収集，実寸計測

10週 設計課題
スタディー（1回目） コンセプトシート

11週 設計課題
スタディー（2回目） 平面計画

12週 設計課題
スタディー（3回目） 立体計画

13週 設計課題
スタディー（4回目） 平面図

14週 設計課題
スタディー（5回目） パース

15週 設計課題
発表会 完成図面提出

16週 予備日
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎 情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識を活用で
きる。 3

論理演算と進数変換の仕組みを用いて基本的な演算ができる。 3
コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識を活用できる
。 3

情報伝達システムやインターネットの基本的な仕組みを把握して
いる。 3

情報セキュリティの必要性および守るべき情報を認識している。 3
個人情報とプライバシー保護の考え方についての基本的な配慮が
できる。 3

インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用における様々
な脅威を認識している 3

インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用における様々
な脅威に対して実践すべき対策を説明できる。 3

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 課題 その他 合計

総合評価割合 0 20 0 0 80 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 20 0 0 80 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


